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（訂正・数値データ訂正）「平成26年２月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の 

一部訂正について 

 

当社が平成25年７月12日に公表致しました「平成26年２月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」

につきまして、一部訂正がありましたので、お知らせ致します。 

なお、訂正箇所につきましては＿下線を付して表示しております。 

訂正理由につきましては、平成26年２月10日付「第三者委員会の調査報告書受領に関するお知らせ」 

及び本日付「過年度に係る有価証券報告書等の訂正報告書の提出及び過年度に係る決算短信等(訂正版)

の公表について」をご参照下さい。 
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上 場 会 社 名 株 式 会 社 リ ソ ー 教 育

代 表 者  代表取締役会長兼社長 岩 佐  実 次
（コード番号：４７１４  東証第一部）

問合せ先責任者 情報開示担当リーダー 澤 井    豊

 情報開示担当リーダー 田 中 文 明
（ＴＥＬ ０３－５９９６－３７０１）

各 位 



（訂正後） 

  

１．平成26年2月期第1四半期の連結業績（平成25年3月1日～平成25年5月31日） 

  

（注）26年2月期第1四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益は、1株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。25年2月期 
   第1四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益は、1株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有する潜在株式が存在 
   しないため記載しておりません。  
  

（２）連結財政状態 

  
２．配当の状況 

  

  
３．平成26年2月期の連結業績予想（平成25年3月1日～平成26年2月28日） 

  

   ２．平成26年2月期の連結業績予想における1株当たり当期純利益（通期）については、平成25年9月1日を効力発生日として普通株式 
     １株を10株に分割する株式分割を考慮した額を記載しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の１株当たり当期純利益 
     は、445円93銭となります。  

 

平成26年2月期  第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成25年7月12日

上場会社名 株式会社 リソー教育 上場取引所  東 

コード番号 4714 ＵＲＬ  http://www.tomas.co.jp/ 

代表者 （役職名） 代表取締役会長兼社長 （氏名）岩佐 実次 

問合せ先責任者 （役職名） 情報開示担当リーダー （氏名）澤井 豊・田中 文明 TEL 03-5996-3701 

四半期報告書提出予定日 平成25年7月16日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無： 無      

四半期決算説明会開催の有無      ： 無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年2月期第1四半期  3,554  △1.9  △1,177  －  △1,182  －  △910  －

25年2月期第1四半期  3,623  14.0  △697  －  △701  －  △547  －

（注）包括利益 26年2月期第1四半期 △854百万円（ ％） －   25年2月期第1四半期 △552百万円（ ％） －

  1株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後1株当たり四半期 

純利益 

  円 銭 円 銭 

26年2月期第1四半期  △227.13  －

25年2月期第1四半期  △154.46  －

  総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年2月期第1四半期  14,436  941  6.5  265.29

25年2月期  15,401  791  5.1  206.29

（参考）自己資本 26年2月期第1四半期 940百万円  25年2月期 787百万円

  
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年2月期  － 150.00 － 180.00  330.00

26年2月期  －      

26年2月期（予想）  200.00 － 18.00  －

   ２．25年2月期期末配当金の内訳          普通配当 160円00銭  特別配当 20円00銭 
        26年2月期第2四半期末配当金（予想）の内訳  普通配当 150円00銭  特別配当 50円00銭 
   ３．平成26年2月期（予想）期末の配当金については、平成25年9月1日を効力発生日として普通株式１株を10株に分割する株式分割を 
     考慮した額を記載しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の年間配当額は、380円00銭（第2四半期末：200円00銭  
     期末：180円00銭）となります。  

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無  

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第2四半期（累計）  11,070  21.0  1,150  －  1,130  －  570  －  135.00

通期  24,585  23.8  3,860  360.2  3,810  371.5  1,980  792.0  44.59

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無
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※  注記事項 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

   （注）自己株式数には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口の所有する当社株式が含まれております。 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金

融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 
  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績予想について  
 本資料に記載されている予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は業況の変化等により、予想数値

と異なる場合があります。また、1株当たり当期純利益は、自己株式数の変動に伴い変更しております。なお、連結業績予想に関する事項につ

いては（添付資料）3ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
  
２．株式分割について  
 当社は、平成25年9月1日を効力発生日として1株を10株に株式分割するとともに、100株を1単元とする単元株制度を採用することとしており

ます。これに伴う平成26年2月期の配当予想及び連結業績予想については、該当項目をご覧ください。 
  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年2月期1Ｑ 4,266,225株 25年2月期 4,266,225株

②  期末自己株式数 26年2月期1Ｑ 206,090株 25年2月期 431,436株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年2月期1Ｑ 4,007,420株 25年2月期1Ｑ 3,545,913株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

     当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新たな経済・金融政策への期待感から円安・株高が進行し、

    景気回復の兆しが見られたものの、雇用・所得環境の改善には至らず、景気の先行きは不透明な状況が続いて 

    まいりました。 

      学習塾業界におきましては、こうした経済状況に加え、従来からの少子化の流れの中で経営環境は依然厳しい 

    状況で推移いたしました。 

     このような外部環境に対して、少子化・不況を前提としたビジネスモデルの当社は、従来通り差別化戦略を 

  徹底し、引続き業績を拡大してまいりました。 

   その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,037百万円（前年同期比1.6％増）、営業損失は694百万円 

  （前年同期は営業損失347百万円）、経常損失は699百万円（前年同期は経常損失351百万円）、四半期純損失は 

  479百万円（前年同期は四半期純損失245百万円）となりました。 

   当社グループの業績は、受験後の卒業等により生徒数が変動することから、新学年スタート時期である第１ 

    四半期を底とし、講習会授業を実施する第２・第４四半期に大きく膨らむ季節的な変動要因があります。 

   中でも第１四半期は、固定費や戦略的投資による費用の先行もあることから、収益性が比較的低くなる傾向に 

  あります。 

    なお、第28期・29期と２年にわたり進めてきた財務基盤強化・自己資本充実策については、ドイツ銀行との 

  ＴＩＰ契約等による自己株式処分の結果、約35億円の現金化、自己株式処分差益約９億円の株主配当の原資と 

  なる剰余金への計上により財務基盤の強化と自己資本の充実を図ることができました。 

  

   セグメント別の業績は次のとおりとなります。 

   ①ＴＯＭＡＳ（トーマス）[学習塾事業部門] 

     他塾との差別化戦略に基づく完全１対１の進学個別指導による高品質な教育サービスを提供し、売上高は 

    2,044百万円（前年同期比7.1％減）となりました。 

     当第１四半期連結累計期間におきましては、インターＴＯＭＡＳ御茶ノ水スクール（東京都）を新規開校 

    いたしました。 

   ②名門会 [家庭教師派遣教育事業部門] 

     積極的な事業エリア・規模拡大により、売上高は1,050百万円（前年同期比22.6％増）となりました。 

     当第１四半期連結累計期間におきましては、国立駅前校（東京都）、御茶ノ水駅前校（東京都）を新規開校

    し、天神駅前校（福岡県）を拡大移転リニューアルいたしました。 

   ③伸芽会 [幼児教育事業部門] 

     名門幼稚園・名門小学校受験業界でトップクラスの合格実績を背景にした既存事業の成長に加え、受験対応

    型の長時間英才託児事業「伸芽’ｓクラブ（しんが～ずくらぶ）」が収益に貢献し、売上高は584百万円 

    （前年同期比4.3％減）となりました。 

     当第１四半期連結累計期間におきましては、伸芽’ｓクラブ大崎（東京都）を新規開校いたしました。 

   ④日本エデュネット [インターネットテレビ電話教育事業部門] 

     学校内個別指導塾「スクールＴＯＭＡＳ」の営業展開を推し進め、売上高は151百万円（前年同期比33.2％ 

    増）、内部売上を含むと333百万円（前年同期比101.8％増）となりました。 

   ⑤その他 [人格情操合宿教育事業ならびに生徒募集勧誘事業部門] 

     人格情操合宿教育事業部門のスクールツアーシップは、高い学力プラス・ワンの情操分野を育む多彩な体験

    学習サービスの提供を行い、生徒募集勧誘事業部門のリソー教育企画は、成長の原動力となる生徒募集勧誘 

    事業を積極的に行った結果、その他部門の合計で、売上高は206百万円（前年同期比7.0％増）、内部売上を 

    含むと294百万円（前年同期比5.0％増）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産の状況） 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、繰延税金資産（流動資産）、無形固定資産（純額）の増加、現金及び

預金、営業未収入金の減少等により前連結会計年度末と比較して964百万円減少し、14,436百万円となりました。 

 負債は、前受金の増加、短期借入金、未払法人税等の減少等により前連結会計年度末と比較して1,114百万円減

少し、13,495百万円となりました。 

 純資産は、資本剰余金の増加、利益剰余金、自己株式の減少等により前連結会計年度末と比較して150百万円 

増加し、941百万円となりました。 

   

  （３）連結業績予想に関する定性的情報 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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  当第１四半期連結累計期間の業績が概ね計画通りに推移していることから、現時点において平成25年４月12日に

公表いたしました第２四半期連結累計期間ならびに通期の業績予想に変更はありません。  

  なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、様々な要因に

よって異なる結果となる可能性があります。 

  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

      
前連結会計年度 

（平成25年２月28日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年５月31日） 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 3,789,056 2,657,420

  営業未収入金 2,193,375 1,648,793

  たな卸資産 117,008 130,457

  繰延税金資産 977,115 1,287,463

  その他 576,004 573,165

  貸倒引当金 △11,644 △14,528

  流動資産合計 7,640,915 6,282,772

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物 2,032,101 2,104,901

    減価償却累計額 △817,447 △846,518

    建物（純額） 1,214,654 1,258,382

   工具、器具及び備品 1,745,383 1,773,099

    減価償却累計額 △482,565 △497,632

    工具、器具及び備品（純額） 1,262,817 1,275,466

   土地 417,963 417,963

   その他 17,913 17,913

    減価償却累計額 △15,725 △15,900

    その他（純額） 2,188 2,013

   有形固定資産合計 2,897,623 2,953,826

  無形固定資産 

   その他 109,603 358,491

   無形固定資産合計 109,603 358,491

  投資その他の資産 

   投資有価証券 250,417 337,570

   繰延税金資産 2,091,198 2,062,909

   敷金及び保証金 1,947,939 1,958,018

   その他 458,983 479,560

   投資その他の資産合計 4,748,538 4,838,059

  固定資産合計 7,755,765 8,150,377

 繰延資産 

  社債発行費 4,377 3,657

  繰延資産合計 4,377 3,657

 資産合計 15,401,057 14,436,807
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（単位：千円）

    
前連結会計年度 

（平成25年２月28日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年５月31日） 

負債の部 

 流動負債 

  短期借入金 1,604,000 －

  １年内返済予定の長期借入金 280,000 280,000

  １年内償還予定の社債 100,000 100,000

  未払金 1,057,998 1,237,438

  未払法人税等 778,276 18,926

  前受金 5,031,302 5,972,173

  返品調整引当金 14,923 14,902

  賞与引当金 147,826 258,680

  売上返戻等引当金 2,646,259 2,661,079

  その他 441,323 459,626

  流動負債合計 12,101,911 11,002,827

 固定負債 

  社債 200,000 200,000

  長期借入金 785,000 710,000

  退職給付引当金 1,115,276 1,143,418

  資産除去債務 332,718 339,668

  その他 75,087 99,677

  固定負債合計 2,508,083 2,492,764

 負債合計 14,609,994 13,495,592

純資産の部 

 株主資本 

  資本金 693,475 693,475

  資本剰余金 641,147 1,194,576

  利益剰余金 1,593,855 △6,537

  自己株式 △2,170,384 △1,026,659

  株主資本合計 758,093 854,855

 その他の包括利益累計額 

  その他有価証券評価差額金 29,836 85,909

  その他の包括利益累計額合計 29,836 85,909

 新株予約権 3,133 450

 純資産合計 791,063 941,215

負債純資産合計 15,401,057 14,436,807
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（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

  

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（単位：千円）

   
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年３月１日 
至 平成24年５月31日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年３月１日 
至 平成25年５月31日） 

売上高 3,623,341 3,554,232

売上原価 3,199,176 3,553,217

売上総利益 424,165 1,015

販売費及び一般管理費 1,121,639 1,178,803

営業損失（△） △697,474 △1,177,788

営業外収益 

 未払配当金除斥益 3,634 2,720

 その他 2,931 2,147

 営業外収益合計 6,565 4,867

営業外費用 

 支払利息 9,128 8,029

 その他 1,097 1,183

 営業外費用合計 10,225 9,212

経常損失（△） △701,134 △1,182,133

特別損失 

 移転費用等 5,726 2,807

 震災支援費用等 2,417 －

 その他 804 －

 特別損失合計 8,948 2,807

税金等調整前四半期純損失（△） △710,082 △1,184,941

法人税等 △162,378 △274,729

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △547,704 △910,212

四半期純損失（△） △547,704 △910,212

- 9 -



（四半期連結包括利益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

  

（単位：千円）

   
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年３月１日 
至 平成24年５月31日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年３月１日 
至 平成25年５月31日） 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △547,704 △910,212

その他の包括利益 

 その他有価証券評価差額金 △5,291 56,073

 その他の包括利益合計 △5,291 56,073

四半期包括利益 △552,996 △854,138

（内訳） 

 親会社株主に係る四半期包括利益 △552,996 △854,138
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 該当事項はありません。   

   

   

 当第１四半期連結累計期間において、主に新株予約権の一部が行使されたこと等により、自己株式が1,143,725

千円減少し、資本剰余金が553,429千円増加しております。その結果、当第１四半期連結会計期間末における自己

株式は1,026,659千円、資本剰余金は1,194,576千円となっております。 

   

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日）  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人格情操合宿教育事業並びに生徒 

     募集勧誘事業が含まれております。  

   ２．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

   ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

   

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日）  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人格情操合宿教育事業並びに生徒 

     募集勧誘事業が含まれております。  

   ２．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

   ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

  

    

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント  
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注）３ 

学習塾事業 家庭教師 
派遣教育事業 

幼児教育 
事業 

インターネッ
トテレビ電話
教育事業 

計 

売上高                   

外部顧客への 
売上高  

 2,014,219  691,273 611,247 113,662 3,430,403 192,938  3,623,341  － 3,623,341

セグメント間の 
内部売上高 
又は振替高 

 1,428  156 128 51,593 53,305 87,854  141,160  △141,160 －

計  2,015,648  691,429 611,375 165,255 3,483,709 280,793  3,764,502  △141,160 3,623,341

セグメント利益 
又は損失（△） 

 △459,774  △198,792 △48,692 30,263 △676,997 △20,857  △697,855  380 △697,474

  

報告セグメント  
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注）３ 

学習塾事業 家庭教師 
派遣教育事業 

幼児教育 
事業 

インターネッ
トテレビ電話
教育事業 

計 

売上高                   

外部顧客への 
売上高  

 1,836,127  711,199 649,076 151,371 3,347,775 206,457  3,554,232  － 3,554,232

セグメント間の 
内部売上高 
又は振替高 

 3  156 214 182,177 182,550 88,436  270,987  △270,987 －

計  1,836,131  711,355 649,290 333,548 3,530,325 294,894  3,825,220  △270,987 3,554,232

セグメント利益 
又は損失（△） 

 △705,340  △371,160 △67,458 23,733 △1,120,225 △42,259  △1,162,484  △15,303 △1,177,788
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①新株式発行及び自己株式の処分 

 平成25年６月18日開催の取締役会において、海外市場における新株式発行及び自己株式の処分に関し、 

以下の通り決議いたしました。なお、新株式発行及び自己株式の処分については、平成25年７月４日に 

払込を受けております。 

１.公募による新株式発行（一般募集） 

２.公募による自己株式の処分（一般募集） 

  
②固定資産の取得 

 平成25年６月18日開催の取締役会において、以下の通り固定資産（本社・地域本部用地）の戦略的取得を 

決議いたしました。 

１.取得の理由 

 分散しているリソー教育グループの本部機能の強化と子会社の集中化、地域本部校戦略の一環である城西 

本部（新宿）校の設置等により、事業部間の緊密な連携によるグループシナジーの増大、賃料をはじめと 

する固定費の削減を図ることを目的として、当該固定資産の戦略的取得を行うことといたしました。 

２.取得資産の内容 

（1）土地 

（2）取得価額            35億円 

３.取得日 

平成25年６月18日 契約締結・物件引渡日 

   

（６）重要な後発事象

（1）発行した株式の種類及び数 普通株式460,000株

（2）発行価格 １株につき7,893円

（3）発行価格の総額 3,630,780,000円

（4）払込金額 １株につき7,378円

（5）払込金額の総額 3,393,880,000円

（6）資本金組入額 1,696,940,000円

（7）払込期日 平成25年７月４日

（8）資金使途 設備投資及び土地取得資金等

（1）処分した株式の種類及び数 普通株式140,000株

（2）処分価格 １株につき7,893円

（3）処分価格の総額 1,105,020,000円

（4）払込金額 １株につき7,378円

（5）払込金額の総額 1,032,920,000円

（6）払込期日 平成25年７月４日

（7）資金使途 設備投資及び土地取得資金等

①所在地 東京都渋谷区代々木

②地目 宅地

③面積 740.25㎡
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（訂正前） 

  

１．平成26年2月期第1四半期の連結業績（平成25年3月1日～平成25年5月31日） 

  

（注）26年2月期第1四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益は、1株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。25年2月期 
   第1四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益は、1株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有する潜在株式が存在 
   しないため記載しておりません。  
  

（２）連結財政状態 

  
２．配当の状況 

  

  
３．平成26年2月期の連結業績予想（平成25年3月1日～平成26年2月28日） 

  

   ２．平成26年2月期の連結業績予想における1株当たり当期純利益（通期）については、平成25年9月1日を効力発生日として普通株式 
     １株を10株に分割する株式分割を考慮した額を記載しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の１株当たり当期純利益 
     は、445円93銭となります。  

 

平成26年2月期  第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成25年7月12日

上場会社名 株式会社 リソー教育 上場取引所  東 

コード番号 4714 ＵＲＬ  http://www.tomas.co.jp/ 

代表者 （役職名） 代表取締役会長兼社長 （氏名）岩佐 実次 

問合せ先責任者 （役職名） 情報開示担当リーダー （氏名）澤井 豊・田中 文明 TEL 03-5996-3701 

四半期報告書提出予定日 平成25年7月16日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無： 無      

四半期決算説明会開催の有無      ： 無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年2月期第1四半期  4,037  1.6  △694  －  △699  －  △479  －

25年2月期第1四半期  3,974  16.4  △347  －  △351  －  △245  －

（注）包括利益 26年2月期第1四半期 △423百万円（ ％） －   25年2月期第1四半期 △250百万円（ ％） －

  1株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後1株当たり四半期 

純利益 

  円 銭 円 銭 

26年2月期第1四半期  △119.74  －

25年2月期第1四半期  △69.29  －

  総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年2月期第1四半期  11,841  6,232  52.6  1,534.97

25年2月期  13,146  5,651  43.0  1,473.79

（参考）自己資本 26年2月期第1四半期 6,231百万円  25年2月期 5,648百万円

  
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年2月期  － 150.00 － 180.00  330.00

26年2月期  －      

26年2月期（予想）  200.00 － 18.00  －

   ２．25年2月期期末配当金の内訳          普通配当 160円00銭  特別配当 20円00銭 
        26年2月期第2四半期末配当金（予想）の内訳  普通配当 150円00銭  特別配当 50円00銭 
   ３．平成26年2月期（予想）期末の配当金については、平成25年9月1日を効力発生日として普通株式１株を10株に分割する株式分割を 
     考慮した額を記載しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の年間配当額は、380円00銭（第2四半期末：200円00銭  
     期末：180円00銭）となります。  

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無  

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第2四半期（累計）  11,070  8.0  1,150  21.3  1,130  20.7  570  1.7  135.00

通期  24,585  12.8  3,860  39.5  3,810  39.3  1,980  29.6  44.59

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無
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※  注記事項 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

   （注）自己株式数には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口の所有する当社株式が含まれております。 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金

融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 
  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績予想について  
 本資料に記載されている予想数値は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は業況の変化等により、予想数値

と異なる場合があります。また、1株当たり当期純利益は、自己株式数の変動に伴い変更しております。なお、連結業績予想に関する事項につ

いては（添付資料）3ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
  
２．株式分割について  
 当社は、平成25年9月1日を効力発生日として1株を10株に株式分割するとともに、100株を1単元とする単元株制度を採用することとしており

ます。これに伴う平成26年2月期の配当予想及び連結業績予想については、該当項目をご覧ください。 
  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年2月期1Ｑ 4,266,225株 25年2月期 4,266,225株

②  期末自己株式数 26年2月期1Ｑ 206,090株 25年2月期 431,436株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年2月期1Ｑ 4,007,420株 25年2月期1Ｑ 3,545,913株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

     当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新たな経済・金融政策への期待感から円安・株高が進行し、

    景気回復の兆しが見られたものの、雇用・所得環境の改善には至らず、景気の先行きは不透明な状況が続いて 

    まいりました。 

      学習塾業界におきましては、こうした経済状況に加え、従来からの少子化の流れの中で経営環境は依然厳しい 

    状況で推移いたしました。 

     このような外部環境に対して、少子化・不況を前提としたビジネスモデルの当社は、従来通り差別化戦略を 

  徹底し、引続き業績を拡大してまいりました。 

   その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は4,037百万円（前年同期比1.6％増）、営業損失は694百万円 

  （前年同期は営業損失347百万円）、経常損失は699百万円（前年同期は経常損失351百万円）、四半期純損失は 

  479百万円（前年同期は四半期純損失245百万円）となりました。 

   当社グループの業績は、受験後の卒業等により生徒数が変動することから、新学年スタート時期である第１ 

    四半期を底とし、講習会授業を実施する第２・第４四半期に大きく膨らむ季節的な変動要因があります。 

   中でも第１四半期は、固定費や戦略的投資による費用の先行もあることから、収益性が比較的低くなる傾向に 

  あります。 

    なお、第28期・29期と２年にわたり進めてきた財務基盤強化・自己資本充実策については、ドイツ銀行との 

  ＴＩＰ契約等による自己株式処分の結果、約35億円の現金化、自己株式処分差益約９億円の株主配当の原資と 

  なる剰余金への計上により財務基盤の強化と自己資本の充実を図ることができました。 

  

   セグメント別の業績は次のとおりとなります。 

   ①ＴＯＭＡＳ（トーマス）[学習塾事業部門] 

     他塾との差別化戦略に基づく完全１対１の進学個別指導による高品質な教育サービスを提供し、売上高は 

    2,044百万円（前年同期比7.1％減）となりました。 

     当第１四半期連結累計期間におきましては、インターＴＯＭＡＳ御茶ノ水スクール（東京都）を新規開校 

    いたしました。 

   ②名門会 [家庭教師派遣教育事業部門] 

     積極的な事業エリア・規模拡大により、売上高は1,050百万円（前年同期比22.6％増）となりました。 

     当第１四半期連結累計期間におきましては、国立駅前校（東京都）、御茶ノ水駅前校（東京都）を新規開校

    し、天神駅前校（福岡県）を拡大移転リニューアルいたしました。 

   ③伸芽会 [幼児教育事業部門] 

     名門幼稚園・名門小学校受験業界でトップクラスの合格実績を背景にした既存事業の成長に加え、受験対応

    型の長時間英才託児事業「伸芽’ｓクラブ（しんが～ずくらぶ）」が収益に貢献し、売上高は584百万円 

    （前年同期比4.3％減）となりました。 

     当第１四半期連結累計期間におきましては、伸芽’ｓクラブ大崎（東京都）を新規開校いたしました。 

   ④日本エデュネット [インターネットテレビ電話教育事業部門] 

     学校内個別指導塾「スクールＴＯＭＡＳ」の営業展開を推し進め、売上高は151百万円（前年同期比33.2％ 

    増）、内部売上を含むと333百万円（前年同期比101.8％増）となりました。 

   ⑤その他 [人格情操合宿教育事業ならびに生徒募集勧誘事業部門] 

     人格情操合宿教育事業部門のスクールツアーシップは、高い学力プラス・ワンの情操分野を育む多彩な体験

    学習サービスの提供を行い、生徒募集勧誘事業部門のリソー教育企画は、成長の原動力となる生徒募集勧誘 

    事業を積極的に行った結果、その他部門の合計で、売上高は206百万円（前年同期比7.0％増）、内部売上を 

    含むと294百万円（前年同期比5.0％増）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産の状況） 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、繰延税金資産（流動資産）、無形固定資産（純額）の増加、 

現金及び預金、営業未収入金の減少等により前連結会計年度末と比較して1,305百万円減少し、11,841百万円と 

なりました。 

 負債は、未払金、前受金、賞与引当金の増加、短期借入金、未払法人税等の減少等により前連結会計年度末と 

比較して1,885百万円減少し、5,609百万円となりました。 

 純資産は、資本剰余金の増加、利益剰余金、自己株式の減少等により前連結会計年度末と比較して580百万円 

増加し、6,232百万円となりました。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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  （３）連結業績予想に関する定性的情報 

  当第１四半期連結累計期間の業績が概ね計画通りに推移していることから、現時点において平成25年４月12日に

公表いたしました第２四半期連結累計期間ならびに通期の業績予想に変更はありません。  

  なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、様々な要因に

よって異なる結果となる可能性があります。 

  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

- 17 -



  

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

      
前連結会計年度 

（平成25年２月28日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年５月31日） 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 3,789,056 2,657,420

  営業未収入金 2,426,809 1,642,700

  たな卸資産 117,008 130,457

  繰延税金資産 224,417 449,917

  その他 366,795 337,328

  貸倒引当金 △12,866 △14,585

  流動資産合計 6,911,222 5,203,238

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物 2,032,101 2,104,901

    減価償却累計額 △817,447 △846,518

    建物（純額） 1,214,654 1,258,382

   工具、器具及び備品 1,745,383 1,773,099

    減価償却累計額 △482,565 △497,632

    工具、器具及び備品（純額） 1,262,817 1,275,466

   土地 417,963 417,963

   その他 17,913 17,913

    減価償却累計額 △15,725 △15,900

    その他（純額） 2,188 2,013

   有形固定資産合計 2,897,623 2,953,826

  無形固定資産 

   その他 109,603 358,491

   無形固定資産合計 109,603 358,491

  投資その他の資産 

   投資有価証券 250,417 337,570

   繰延税金資産 566,283 546,821

   敷金及び保証金 1,947,939 1,958,018

   その他 458,983 479,560

   投資その他の資産合計 3,223,624 3,321,971

  固定資産合計 6,230,851 6,634,289

 繰延資産 

  社債発行費 4,377 3,657

  繰延資産合計 4,377 3,657

 資産合計 13,146,450 11,841,186
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（単位：千円）

    
前連結会計年度 

（平成25年２月28日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年５月31日） 

負債の部 

 流動負債 

  短期借入金 1,604,000 －

  １年内返済予定の長期借入金 280,000 280,000

  １年内償還予定の社債 100,000 100,000

  未払金 1,057,998 1,237,438

  未払法人税等 778,276 20,240

  前受金 611,488 821,163

  返品調整引当金 14,923 14,902

  賞与引当金 147,826 258,680

  その他 441,323 456,410

  流動負債合計 5,035,837 3,188,835

 固定負債 

  社債 200,000 200,000

  長期借入金 785,000 710,000

  退職給付引当金 1,115,276 1,143,418

  資産除去債務 332,718 339,668

  その他 25,946 27,082

  固定負債合計 2,458,942 2,420,169

 負債合計 7,494,780 5,609,005

純資産の部 

 株主資本 

  資本金 693,475 693,475

  資本剰余金 641,147 1,194,576

  利益剰余金 6,454,461 5,284,428

  自己株式 △2,170,384 △1,026,659

  株主資本合計 5,618,700 6,145,821

 その他の包括利益累計額 

  その他有価証券評価差額金 29,836 85,909

  その他の包括利益累計額合計 29,836 85,909

 新株予約権 3,133 450

 純資産合計 5,651,670 6,232,181

負債純資産合計 13,146,450 11,841,186
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（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

  

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（単位：千円）

   
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年３月１日 
至 平成24年５月31日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年３月１日 
至 平成25年５月31日） 

売上高 3,974,226 4,037,309

売上原価 3,199,176 3,553,217

売上総利益 775,049 484,091

販売費及び一般管理費 1,122,410 1,178,952

営業損失（△） △347,360 △694,860

営業外収益 

 未払配当金除斥益 3,634 2,720

 その他 2,931 2,147

 営業外収益合計 6,565 4,867

営業外費用 

 支払利息 9,128 8,029

 その他 1,097 1,183

 営業外費用合計 10,225 9,212

経常損失（△） △351,020 △699,205

特別損失 

 移転費用等 5,726 2,807

 震災支援費用等 2,417 －

 その他 804 －

 特別損失合計 8,948 2,807

税金等調整前四半期純損失（△） △359,969 △702,013

法人税等 △114,283 △222,160

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △245,686 △479,852

四半期純損失（△） △245,686 △479,852
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

   

（単位：千円）

   
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年３月１日 
至 平成24年５月31日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年３月１日 
至 平成25年５月31日） 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △245,686 △479,852

その他の包括利益 

 その他有価証券評価差額金 △5,291 56,073

 その他の包括利益合計 △5,291 56,073

四半期包括利益 △250,977 △423,779

（内訳） 

 親会社株主に係る四半期包括利益 △250,977 △423,779
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 該当事項はありません。   

   

    

 当第１四半期連結累計期間において、主に新株予約権の一部が行使されたこと等により、自己株式が1,143,725

千円減少し、資本剰余金が553,429千円増加しております。その結果、当第１四半期連結会計期間末における自己

株式は1,026,659千円、資本剰余金は1,194,576千円となっております。 

   

    

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日）  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人格情操合宿教育事業並びに生徒 

     募集勧誘事業が含まれております。  

   ２．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

   ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

   

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日）  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人格情操合宿教育事業並びに生徒 

     募集勧誘事業が含まれております。  

   ２．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

   ３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント  
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注）３ 

学習塾事業 家庭教師 
派遣教育事業 

幼児教育 
事業 

インターネッ
トテレビ電話
教育事業 

計 

売上高                   

外部顧客への 
売上高  

 2,199,633  856,744 611,247 113,662 3,781,287 192,938  3,974,226  － 3,974,226

セグメント間の 
内部売上高 
又は振替高 

 1,428  156 128 51,593 53,305 87,854  141,160  △141,160 －

計  2,201,062  856,900 611,375 165,255 3,834,593 280,793  4,115,387  △141,160 3,974,226

セグメント利益 
又は損失（△） 

 △275,131  △33,322 △48,692 30,263 △326,883 △20,857  △347,741  380 △347,360

  

報告セグメント  
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注）３ 

学習塾事業 家庭教師 
派遣教育事業 

幼児教育 
事業 

インターネッ
トテレビ電話
教育事業 

計 

売上高                   

外部顧客への 
売上高  

 2,044,479  1,050,242 584,757 151,371 3,830,851 206,457  4,037,309  － 4,037,309

セグメント間の 
内部売上高 
又は振替高 

 3  156 214 182,177 182,550 88,436  270,987  △270,987 －

計  2,044,482  1,050,398 584,971 333,548 4,013,402 294,894  4,308,296  △270,987 4,037,309

セグメント利益 
又は損失（△） 

 △497,621  △32,187 △131,222 23,733 △637,297 △42,259  △679,557  △15,303 △694,860
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①新株式発行及び自己株式の処分 

 平成25年６月18日開催の取締役会において、海外市場における新株式発行及び自己株式の処分に関し、 

以下の通り決議いたしました。なお、新株式発行及び自己株式の処分については、平成25年７月４日に 

払込を受けております。 

１.公募による新株式発行（一般募集） 

２.公募による自己株式の処分（一般募集） 

  
②固定資産の取得 

 平成25年６月18日開催の取締役会において、以下の通り固定資産（本社・地域本部用地）の戦略的取得を 

決議いたしました。 

１.取得の理由 

 分散しているリソー教育グループの本部機能の強化と子会社の集中化、地域本部校戦略の一環である城西 

本部（新宿）校の設置等により、事業部間の緊密な連携によるグループシナジーの増大、賃料をはじめと 

する固定費の削減を図ることを目的として、当該固定資産の戦略的取得を行うことといたしました。 

２.取得資産の内容 

（1）土地 

（2）取得価額            35億円 

３.取得日 

平成25年６月18日 契約締結・物件引渡日 

   

（６）重要な後発事象

（1）発行した株式の種類及び数 普通株式460,000株

（2）発行価格 １株につき7,893円

（3）発行価格の総額 3,630,780,000円

（4）払込金額 １株につき7,378円

（5）払込金額の総額 3,393,880,000円

（6）資本金組入額 1,696,940,000円

（7）払込期日 平成25年７月４日

（8）資金使途 設備投資及び土地取得資金等

（1）処分した株式の種類及び数 普通株式140,000株

（2）処分価格 １株につき7,893円

（3）処分価格の総額 1,105,020,000円

（4）払込金額 １株につき7,378円

（5）払込金額の総額 1,032,920,000円

（6）払込期日 平成25年７月４日

（7）資金使途 設備投資及び土地取得資金等

①所在地 東京都渋谷区代々木

②地目 宅地

③面積 740.25㎡
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